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●ロークラス●現行民法典を創った人びと

主査委員⑤一鳩山和夫・菊池武 九州大学敦授七戸克彦

鳩山和夫（1856・1911）

1　「日本のケネディ家」鳩山一
@　　　はと噸雲かずお
ｰの始祖・鳩山和夫は、作州勝山

ﾋ（真島藩）江戸虎ノ門藩邸の留

迢叙�E鳩山重右衛門博房の男ば

ｩり5人兄弟の四男として生まれ

ｽ。四男で「和夫」の名は違和感

�oえるが、辰年生まれから辰之

　　3脅

@　エ

ｩ　ら、　、　　　　5’岬」

｡学当時の鳩山1，

僚の諌止にもかかわらず、非職中

ﾌ同年11月代言人試験を受験、東

蝟ﾆ職の辞令を受けた翌15年1月

J業。

R　その後、明治18年時の外務大

b・井上馨に請われて外務省に入

驍ｪ、後任の外相・大隈重信の条

�?ｳ交渉失敗に連記して明治22

助と名づけられたのを、大学南校時代に父より「地

の利は人の和に如かず」と諭され感ずるところがあ

り、自ら和夫と改名したためである2）。だが、「人

の和」をめぐる悲運は、終生彼に暗い影を落とした。

　明治3年貢進生として大学南校に入学した彼は、

最下級の第15組から、地道な努力で第1組首席まで

昇る。他と交わらず勉学に埋没する孤高の秀才は、

いつの時代にも存在するが、しかし、裕福な家庭で

母に溺愛されて育ったため仕草も言葉も女性的な彼

が、ジャラジャラした挙動で「いやだわ」などと口

走るのを、同級生は「鳩山の姉さん」と呼んで嫌悪

した。明治8年文部省第1回留学生の選考基準が成

績上位者3名とされた際（首席は鳩山、2位は小村

寿太郎、3位は菊池武夫）、4位の斎藤修一郎は「彼

は柔らかな絹の着物を着、角帯などを締め、ゾベラ

ゾベラとしているではないか。このような人物を留

学させるのはわが国の恥である」と猛烈な鳩山排斥

運動を展開、結局法律科からの留学生は斎藤を加え

た4名となる。一方、鳩山の側でも同級生に不信感

を抱き、留学先についても、小村がハーバード大学、

菊池・斎藤がボストン大学に決めたのを見定めてか

ら、コロンビア大学を選択、明治10年卒業後エール

大学に転じ、その間故国の父が強盗に刺殺される不

幸に見舞われるも、明治13年法学博士を取得し帰国、

直ちに東京大学法学部講師に迎えられる。

2　だが、翌明治14年7月9日の卒業式で、皇族・

大臣列席の中行った講演のため、彼は東京大学を追

われることとなる。「法律の効用」と題するこの講

演で、「仏国革命の無法律な時代には大蔵大臣の首

が飛だ有様を語りながら、列席せる大蔵卿の顔を見

たりなどした3）」鳩山の態度に激昂した大蔵卿・佐

野常民は、文部省に鳩山を免職するようねじ込んだ。

これに対して、鳩山の側も、浜尾新・穂積陳重ら同

年に辞任。

　大隈との関係は、上記東大免職の年（明治15年）

の10月東京専門学校創設の際に筆頭議員となって以

来であり、外務省退職の翌年（明治23年）7月には

大隈の依頼で東京専門学校校長に就任、早稲田が財

政難に陥った際には、自分の家屋敷を担保に入れて

まで窮状を救った。にもかかわらず、早稲田は、明

治40年4月大隈総長の下に学長制を布いた際、単な

る使者による口頭の伝達をもって鳩山の校長職を解

き、かくして東大のみならず、大隈・早稲田からも

理不尽な仕打ちを受けた鳩山は、結党以来大隈を支

えてきた（改進・進歩）憲政本党を離党し（明治25

年より衆議院議員）、政友会に鞍替えする。

4　妻・春子編著の『鳩山の一生』は、かつて留学

時に排斥運動を行った斎藤修一郎との和解に触れる

など、おおむね優等生的記述に終始しているが、そ

の中にあって、大隈・早稲田に裏切られたとの深い

怨念だけは隠そうとはしない。また、鳩山が、東大

教授となった二男・秀夫を非常に気の毒がり「秀夫

だけは忍んで呉れ、惜しいけれども」と語ったとの

エピソードはの、秀夫の悲劇の後半生を想起すると

き感慨深い。これに対し、鳩山退職後に早稲田の学

長を襲った高田早苗は、「しかしその一生を考えて

みると、むしろ不幸な人であったといわなければな

らぬ」と冷めた目で和夫の生涯を総括している5）。

1）　〔写真出典〕鳩山春子（編集）『鳩山の一生』（私

家版、1929年目23頁。

2）　『鳩山の一生」前掲注1）5頁。

3）　法律新聞745号（1911年10月10日号）16頁〔穂積

陳重談〕。

4）　『鳩山の一生』前掲注1）47頁。

5）　唐澤富太郎「貢進生一幕末維新期のエリ

ートたち」『唐澤富太郎著作集（第4巻）』

（ぎょうせい、1990年）188頁。
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菊池武夫（1854－1912）

1　菊池武夫は、南部藩の中級藩

士・菊池武章（長閑）と妻・茂の

長男として、嘉永7年7月28日盛

岡に生まれた。明治3年大学南校

に入学するが、鳩山和夫・穂積陳

重ら貢進生と異なり、自費生であ

った彼は、経済的に非常に困窮し

た。明治8年第1回文部省留学生に選ばれボストン

大学に留学、明治10年卒業の際には、小村寿太郎・

斎藤修一郎と3人連名で英国への転学を願い出るも

（例によって旭山だけが孤立）文部省の許可を得ら

れず、引き続きボストン大学で随意の科目を履修し、

明治13年10月帰朝7）。

2　ところが、彼ら洋行帰りの超エリートに対し、

政府は官途を用意していなかった。必死の就職活動

の末、帰国の翌11月司法省雇となるが、月俸100円

の待遇の悪さをぼやいている。翌14年2月代言人試

験委員、12月東京大学法学部講師兼任、その後、明

治18年には英吉利法律学校（明治22年東京法学院、

明治36年東京法学院大学を経て、明治38年中央大学）

の創設にも参画、明治24年4月には院長に就任、前

年東京専門学校校長となった鳩山が明治40年目早稲

田を追われたのに対して、菊池は明治45年7月6日

の死去まで院長・学長を務めた。

　一方、英吉利法律学校創設の翌明治19年3月、菊

池は、山田顕義法相に抜擢されて栗塚省吾とともに

司法大臣秘書官となり、上記東京法学院の院長就任

1か月後の明治24年5月には司法省民事局長まで栄

進するが、当時昂揚しつつあった民法典論争におい

て延期派に立ったことから、山田法典伯と対立し、

局長就任からわずか3か月後の同年8月職を辞して

官界を去り、翌9月に代言人免許を取得。

3　しかし、直後の同年12月、菊池は貴族院議員に

勅撰される。これは貴族院の刷新を企図する九鬼隆

一（特命全権公使・宮中顧問官・帝国博物館総長）

が伊藤博文に強力に推薦したためである。さらに、

法典調査会における現行民法典の起草委員に関して

も、梅謙次郎は伊藤に「各学派より一名を抜擢し、

　　　　　　　　　　　　　　　　　ママ仏法にては富井〔政章〕、英法にては菊地、独法に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ママては田部〔芳〕二三名二二適任と一存候。尤菊地は

代言業を執れること故或は承諾仕間敷、さすれは穂

積〔陳重〕を以て代へたらんには宜しかるへく」と

　　　　　　　　　　している

　　　　　　　　　弁護士業務に関しても菊池はす

　　　　　　　　こぶる生真面目・几帳面で、すべ

　　　　　　　　ての書面を自身で起案し、さらに

　　　　　　　　弁論の順番についても詳細なメモ

　　　　　　　　を作成して法廷に臨んだ。そのよ

　　　　　　　　うな彼の姿は、「薄肉にして、痔

　　　　　　　　骨自から一種の気骨凛乎として犯

すべからざるものあり、水仙花の清くして凛たるに

も似て士君子風の認めらる・なり」と絶賛されてい

るが’）、しかし、菊池自身は、「私も理屈を云ふこ

となら富井や梅にも劣らぬ積りであるが貴族院で意

見を云ふと何うしても富井の意見の方が信用がある

富井は学者であると云ふものだから受が宜しいが私
　　　　　　　　　　　　　　　　　　すくな
の意見は弁護士だと云ふものだから信用が勘い」と

洩らしているゆ。

4　一方、堅物で融通の利かない菊池に対し、周囲

が扱いに窮することもあったようで、明治33年末の

法学院の忘年会を菊池院長は「芸妓の陳列及び混成

酒の御馳走は真平御免」と出席辞退、幹事はやむな

く忘年会の席上その旨を報告したところ、ある者が

卒然起立して菊池院長に対する問罪委員選出の動議

を提出、たちまち拍手四方に起こり、満場一致をも

って20名の質問詰責委員が選挙された。記事は「理

屈ッぽい忘年会哉」と結ばれているm。

6）　〔写真出典〕法学新報22巻8号（1912年）164頁。

7）　『中央大学史資料集（第11集・菊池武夫関係史料

　4）』（中央大学広報部大学史編纂課、1992年）376頁

　「解題」〔中川壽之〕。

8）明治26年4月17日目梅謙次郎発伊藤博文宛書簡『伊

　藤博文関係文書3』（塙書房、1975年）176頁。なお、

　穂積・富井。梅の3人が「起草委員と極まりましたの

　は後のことで、初めは法典調査会の調査の方針を定む

　る為めに、この3人目案を立つることを委托せられま

　して、其案に基きまして起草委員が出来た、其起草委

　員に矢張り吾々3人が選ばれましたのであります」（梅

　謙次郎「伊藤公と立法事業」国家学会雑誌24巻7号

　（1910年）34頁）。

9）　法律新聞8場（1902年4月14日）12頁。その一方

　で、同記事は、旭山を「其様子恰も大黒天の木偶を見る

　が如きのみJと酷評する。弁護士としての鳩山は、書面

　作成をすべて助手任せのうえ、弁諭も極端に省

　劉灘二二つ」
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●ロー・クラス●現行民法典を創った人びと

外伝④一日本最初の弁護士

1　菊池武夫は「富井は学者だ

から受けがいいが、私は弁護士だ

から信用がない」と嘆じたが、し

かし続けて次のように言う。「然

かし元田〔肇〕杯が遣り始めた代

言人時代には弁護士の家へは下女

さへ急に来なかったと云ふ位であ

ったソレから思へば今日は余程良

くなった方である」。

2　この点に関しては、『鳩山の一生』の記述を引

こう。「徳川時代においては訴訟事件に、その原告

被告が病気その他の事故ある場合に限り、本人と同

一の身分の者を以て代人と為し得ることが認められ

てみた。それが幕末に至っては獄舎獄吏を嫌忌する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　じにん
の情が甚だしく、訴訟を度々提起する人は公事人と

云って排斥せらる～世の中となるに至った。その結

果明治初年に及んでは原告被告より一一定の報酬を受
　　　　　　ママ
けて、その親属、弟子、家来等と詐称して職業的に

訟廷に出る者が続出する有様となり、世にこれ等を
く　じ　し

公事点出は出入師と呼んで卑しめた、勿論政府もこ

れを公認したものではなかったから、原被諭告の間

に介在して相当に悪辣な振舞をする事が多かったの

で、世間からはこの代言人が蛇蜴の如く嫌はれた。

彼等は日本橋馬喰町辺に在った公事宿を中心に巣喰

って、訟訴と云へば凡ゆる手段を弄し、金銭つくで

示談にすることに苦心した」。「然るに、明治5年8

月〔24日〕司法職務定制が制定せられ、翌6年6月

〔18日〕代人規則の発令があって初めて代言人なる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ママ者が公許せられたけれども、その資格は……未青年

者ではない限りは、前科の有無を論ぜず、業務の種

類を問はず、同一人にて代言人たり、或ひは代書人

となって出廷し得る有様であっだ3）」。

　そのような中にあって、本格的な法律知識を身に

つけた代言人が法廷に立ったのは、明治7年「三谷

三九郎水油事件」における児玉淳一郎と中定勝が最

初とされる’4）。後年二人は揃って大審院判事となる

も、弄花事件で敵味方に分かれた末、ともに辞職に

追い込まれるのであるが、当時、児玉は、米国（ワシン

トン大）留学から明治6年に帰朝して司法省に出仕

したが、待遇の低さに辞職し、福沢諭吉の食客となっ

ていた。一方、当初医術に進んだ中は、上司と衝突し

て明治7年1月に陸軍軍医を辞職し福沢を頼った際

新任の中村元嘉に交替させたとする資料もあり、

れが日本における裁判官忌避の嗜矢ともいわれる。

3　その後、明治9年2月22日代言人規則の制定

により試験制度が導入されたが、翌10年英国（ミド

ルテンプル）留学から帰朝した星亨は、時の大蔵卿・

大隈重信を動かし司法省附属代言人の制度を設けさ

せた（この地位は、星のほか目賀田種太郎（ハーバ

ード大）・相馬永胤（コロンビア大）の計3名に与

えられた）。さらに、明治12年には東京大学法学部

卒業生に対し無試験で代言人免許が与えられること

となり（これは同年東京大学医学部卒業生に無試験

で医師免許を付与した措置に揃えたものである）、

同年の法学部卒業生（9名）のうち高橋一勝・山下

雄太郎・磯野計の3名が初の法学士代言人となっ

た。翌13年卒業の元田肇もこの特典で代言人となる

が、そのような時代に、エール大学でドクターを取

得し、東京大学法学部講師まで勤めた鳩山和夫が、

敢えて試験を受験し代言人となったことは、まさに

一大センセーションであった。その後、明治26年3

月3日の弁護士法制定に至るまでの間にも、菊池を

はじめ満天の綺羅星のごとく逸材を揃えて、代言人

の社会的地位は飛躍的に向上してゆく。

に児玉を知る。上記「三谷事件」

で二人が司法裁判所に出廷するの

は翌2月のことであるから、「米国

代言人Jと称して熱弁を振るった

児玉に対し、中はまだ児玉に就い

て見習いの段階である。なお、児

玉は、裁判官「掛替」の上願書を

提出して主任判事を玉乃世履から

　　　　　　　　　　　　　　こ

12）　〔写真出典〕安西敏三；岩谷十郎＝森征一（編著）

　『福沢諭吉の法思想一視座・実践・影響』（慶慮義塾

　大学出版会、2002年）ロ絵写真。

13）　前掲注1）34～35頁。

14）　奥平昌洪『日本弁護士史』（有斐閣、1914年）59

　頁以下、手塚豊「日本最初の弁護士一児玉淳一郎と

　中定勝」『明治史研究雑纂』（慶慮通信、1994年）81頁、

　村上一博①「近代的代言人の登場一児玉淳一郎と中

　定勝」法律論叢70巻2・3号（1997年）43頁、

冨霧識1灘三型
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